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1・はじめに

1993年に世界文ｲ随産に登録されたマテーラ(サッシ地区/Sassi)

は、これまでにも何回か訪れて洞窟教会に残された壁画の調査を

行っており、すでに冊究調査レポートⅧ1，Ⅷ､2』に整理番号

を付してまとめてある。しかし、今回の調査チームにはまだ訪れ

たことのない学生たちも多く、サッシ地区に散在する洞窟教会は

南イタリアの洞窟教会研究の基本でもあるため、今回は9月の本

調査期間中にメンバー全員で視察することにした。調査した3年

前の状態と比較できたこと、新たな目での発見などもあり、以前

の報告と重複する部分もあるカミあらためて記録を整理すること

にした。

2．洞窟住居群マテーラについて

バジリカータ州の州都ポテンツァから東に60伽に位置するマ

テーラは人口5万人の4都市で、グラヴイーナ峡谷に沿った岩山

や峡谷に洞窟を穿って住居にした特異な洞窟住居群（都市）とし

て、1993年に世界文ｲ臆産に登録されている。バジリカータ州全

土の46.8％が山、45.1%が丘陵、平坦な土地はわずかに8.1%とい

う統計が示す通り、人々は厳しい風土の中で生きてきたことがわ

かる。峡谷の自然の地形に逆らうことなく、幾世紀にもわたり、

サッシ地区の岩肌を穿って建設された住居群が想像を絶する複雑

さで密集しているが、自然の洞窟を利用したと思われる洞窟住居

もある。その起源は旧石器時代に遡るとはいえ、洞窟住居群サッ

シ地区の発展は8世紀から13世紀にかけて､東方(ビザンテイン

帝国、シリア、パレスチナ、カッパドキア、シチリア）からイコ

ノクラスム(8-9世紀に吹き荒れたビザンテイン帝国内での聖画

像破壊運動）や後には強大化したイスラム勢力から逃れてきたキ

リスト教修道士たちカミ130以上の洞窟住居を構えて住み着いた

ことに由来する。

峡谷や岩山は凝灰岩のところと石灰岩のところがあり、市街地

の中に突き出たような岩塊も見られる。それがこの地区をサッシ

地区と呼ぶ由来のようである。サッソ(sasso)はイタリア語で岩山

や岩壁、岩や石を意味し、サッシはその複数形である。グラヴイ

ーナ峡谷がつくる複雑な地形は3つに分けられ、現在の大聖堂が

建つ高台のチヴイタ地区､北側に広がるサッソ･バリサーノ地区、

南側がサッソ・カヴェオーゾ地区と呼ばれている。サッシ地区に

は凝灰岩の崖に洞窟を掘り抜いて建設した教会が､大小合わせて

130以上あると言われる。今回はサッソ・カヴェオーゾ地区にあ

る、堂内に中世壁画の描かれている以下の4教会を視察した。

3．視察した4つの洞窟教会

(1)コンヴイチーニオ・デイ・サンタントーニオ教会

(CMIvidniodiS.An伽nio)

サッソ・カヴェオーゾ地区の南側の端に位置する。洞窟を掘り

進めて、結果としては4つの教会が連結して1つの複合建築を構

成している｡現在では､平面図の右から順に第1教会の｢テンペ・

カドゥーテ」（あるいは「サン・プリーモ教会｣)、第2の「サンテ

リージョ教会｣(あるいは｢アンヌンッィアータ教会｣)､第3の｢サ

ン・ドナート教会｣、第4の「サンタントーニオ教会」と呼ばれて

いる。17世紀まではワイン製造所としてワイン作りのためのブド

ウの圧搾やワインの貯蔵庫として使われていたため、当初の原形

も失われているばかりか、教会の建設年代も不明である。

教会内の壁面の多くは12－13世紀に壁画装飾されたと考えら

れるカミ後世に描き替えられた部分が多いだけでなく、壁画の保

存状態もきわめて悪い。比較的保存状態のよい壁画は、第2のサ

ンテリージョ教会に描かれている「デエシス」（14世紀)、第3の

サン・ドナート教会の陸女ドロテア」（14世紀）ぐらいであろ

うか｡第4のｻﾝﾀﾝﾄー ﾆｵ教会の中央の柱に描かれているﾉ聖
(大)アントニウス」(15世紀)の壁画は､今回その傷み具合力辮に

気になった。常に入口や窓が開放されていること力避画の劣化を

早めているように思われる。2011年に訪れた時には1990年に撮

影した写真と比べてｦ常に劣化力唯んだと感じたが、今回撮影し

た写真と2011年のものを比較してみると､剥落や新たに吹き出し

た塩の結晶で顔や手が覆われてしまったため、ほとんど画像を判

読できない状態である。[w.10-11の写真およびp.8の教会平面
図を参照］

②サンタ・ルチア・アッレ・マルヴェ教会

(qMadiS.LudaalleMalve)

サン・ピエトロ・カヴェオーゾ教会から峡谷側に回り込んだ南

側に位置する。10-11世紀に鱈没され､マテーラで最初のべネデ

イクト会女子修道院として1525年まで使われていた｡創建当初は

（シチリア島カターニャ生まれの）聖女アーガタに捧げられた教

会であったが、のちに（同じシチリア島シラクーサの）聖女ルチ

アに捧げられることになり、入口アーチの上にも聖女ルチア（ラ

テン語のルキアは光の意）の象徴的捧吻である「盆にのせた脳
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のレリーフが刻まれている。なお、サンタ・ルチア・アッレ・マ

ルヴェ教会の「マルヴェ」は紫がかったピンク色の小さな花の咲

く植物の名前で、このあたり一帯に咲き乱れており、修道女たち

力藻草として人々に与えていたため､｢マルヴェの花咲くところの

聖女ルチア教会」の名で呼ばれた。

教会堂内は、3つの後陣空間がイコノスタシスで仕切られた3

廊式プランの教会を目指して洞窟を掘り進めた形跡がうかがわれ

るが、完全な形式を整えてはいない。歴史的には右側廊のみが地

区教会として1980年代まで存続し､現在でもﾈ鮮堂として使われ

ている。他の空間はやがて住宅として使われることになり、それ

がサッシ地区の再整備が開始される1950年代まで続いた。

南側の側壁を飾る細身の8連ニッチ(壁寵)には13世紀後半に

描かれた隈乳の聖剛や「大天使ミカエル」の壁画がよくのこ

っている。左側廊と身廊を分ける隔壁柱には「聖グレゴリウス」

（13世紀)力輔かれ､右側廊と身廊を分ける隔壁柱にも「聖べネ

デイクトウス」(14世紀)、それと向かい合うように（妹の）陸

女スコラステイカ」力輔かれている｡右側廊の壁面には14世紀初

頭と思われる什字架降下」と「4聖人に囲まれた聖母の説団

が上下に描かれている。そのほかに16世紀の陸女ルチア｣、17

世紀の「聖母子」が現存し、歴史の移り変わりとともに壁画もま

た描き替えられてきたことがわかる。新たな漆喰を塗り重ねての

描き替えや漆喰による塗りつぶし、あるいは後世の加筆修正を含

む修復のために創建当時の壁画装飾全体を推測することは困難で

あるが、いくつかの特色ある壁画断片は卓抜な描画技術によって

描かれたことを物語っており、マテーラ壁画史の系譜を構成する

上で基準となることは確かである。

壁画の保存状態がよいのは、入口に近い左右の側壁およひ鴨壁

柱に描かれた部分である。奥の後陣部分に向かうにしたがい緑色

をした苔の繁殖が広がって、壁画はまったく消失している。壁面

の状態は季節によって変化しており、1月､9月に訪れた時は奥の

壁面は少し湿っているという感じであったカミ6月に訪れた際は

ﾖ常に湿度力塙〈、壁面の上を水力流れていて驚いた。[w.12-
13の写真およびP､8の教会平面図を劉冒］

(3)マドンナ・デ・イドウリス教会

(dniesaddlaMadmmadeIdnis)

サツソ・カヴェオーゾ地区に突き出たように高くそびえるモン

テッローネと呼ばれる岩山を掘り抜いた教会で､サン・ピエトロ・

カヴェオーゾ教会広場の右手上に位置する。この教会へはブオッ

ツイ通りから階段や坂道をジグザグに上ってもいいし、サンタ・

ルチア・アッレ・マルヴェ教会わきの細い路地から回り込んでも

行ける。

モンテッローネと呼ばれる岩山をこちら側からと向こう側から

掘って、それぞれ別の教会が2つ建設されていたが、やがてトン

ネルで連結して岩山を貫通させた。小さな鐘塔がファサード右上

にあるところから入った手前の教会がマドンナ・デ・イドゥリス

教会で、岩山を掘り抜いた洞窟部分だけでなく、部分的に凝灰岩

の切石を積み上げて建設された2つの空間で構成されている。

岩山の北側を掘ったマドンナ・デ・イドウリス教会のイドウリ

スはギリシア語の「水」に由来する。雨水を貯水槽に集めて利用

していた洞窟住居群のマテーラでは､岩山の天高きところに水(雨

乞い）の聖母マリアを祀り、干天に慈雨を祈ったのではないかと

想像する。バロック様式の祭壇（18例）上の壁面には、祭壇画と

して17世紀に描かれた陸母子」と胸の間に磧研1像力轤く白い

牡鹿を見て改宗した（2世紀のローマ将校）聖エウスタキウス」

が見られるカミその保存伏況はきわめて悪い。なお、この伝説上

の聖人、聖エウスタキウスはマテーラの守護聖人である。

(4)サン・ジヨヴァンニ・イン・モンテッローネ教会

(qnisadiS.GiovanniinMonnmmle)

マドンナ・デ・イドゥリス教会の主祭壇左手から伸びる細いト

ンネルを抜けたところがサン・ジョヴァンニ・イン・モンテッロ

ーネ教会で、1段高くなった内陣と広い後陣（東側）がのこって

いるが､当初の設計プランはわからない｡サン･ジョヴァンニ(洗

ﾈ賭ヨハネ）の名前が示すように、堂内に「キリストの淵uが

描かれているばかりか、淵畷として利用されたらしい石臼のよ

うな割型をした石盤があり、石畳でしっかり舗床されていること

からも、ここが洗ﾈ瞳として使用されていた可官雛は高いと思わ

れる。

通路を入ってすぐの左壁面には「(上半身の)パントクラトール

のキリスト」（11-12世紀)、その廊獺Iに吠天使ミカエル」と

陸ニコラウス」(13世紀）力輔かれている。奥の壁面には隈

胎告知」(12世紀)、陸ヤコブ(大)」と陸ペテロ」(13世紀)、

陸ヒエロニムス」「聖女アポローニア」陸イドウリス」などが

よくのこっている。おそらくは連結トンネルのせいで堂内の通気

性がよいため、壁面にはカビや苔もまったく生えず、壁画の保存

状態は一様に安定していると言える。

中でも陸ヤコブ(大)」と陸ペテロ」(13世紀）の描写はす

ばらしく、グラヴイーナ・イン・プーリアで調査を行ったサン・

ヴイート・ヴェッキオ教会の左側壁に描かれた聖人像を祐佛とさ

せる。顔や手足の表現だけでなく、背景なども非常によく似てお

り、同一画家ないしは同系統の画家によって描かれた可能性力塙

いと考えられる。各聖人は（同じ柱頭装飾のある）螺旋模様のあ

る細い支柱で仕切られた連続半円アーチのニッチ内に描かれてい

る。各聖人の背景も横3段に分割（青みがかった黒、黄色、青み

がかった黒)きれている点､連続アーチが支えるレンガ積みの壁、

円光の周囲や刻艮の縁取り装飾に白点模様を多用していることな

ど､両者の表現上には類似以上のものがある。[p.14の写真およ
Uwp.8の教会平面図を参照］

なお、2011年に訪れた時には、マドンナ・デ・イドウリス教会

からサン・ジョヴァンニ・イン・モンテッローネ教会へは、主祭

壇左手から伸びる細く真っ暗な連結トンネルを手探りで抜けねば

ならず、教会内の壁画も懐中電灯を頼りに観察せねばならなかっ

たが､今回は照明設備が整い、明るい中で観察・鑑賞することが
できた。

4．マテーラの洞窟教会壁画と直結するキリスト教図像の系譜

本論の冒頭で､｢サッシ地区に散在する洞窟教会は南イタリアの

洞窟教会研究の基本でもある」と書いたカミ前述したサン・ジョ

ヴァンニ・イン・モンテッローネ教会の壁画とグラヴイーナ・イ

ン・プーリアのサン・ヴイート・ヴェッキオ教会に描かれていた

壁画（現在はエットーレ・ポマリチ・サントーマジ財団博物館に

保存）の類似性を指摘したついでに、マテーラの壁画と強い類似

性を示す南イタリアの壁画群を指摘しておきたい。
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今回は視察できなかったが、以前に調査した折に注目したマテ

ーラ大聖堂の「聖母子」と今回の視察であらためて確認できたオ

ートラント大聖堂の｢聖母子｣､および一昨年の視察で調査したマ

ッサーフラのマドンナ・デッラ・スカラ聖所記念堂の｢聖母子J3

点についての類似性のことである。

①マテーラ大聖堂の「ブルーナの聖母」側adomadellaBmna):

左側廊の最初の祭壇

②オートラント大聖堂の「聖母子｣：右側廊奥の左壁(cf本誌

p.3)

③マッサーフラのマドンナ･デッラ・スカラ聖所記念堂の｢聖母

子｣：現在は主祭壇を飾るが本来は洞窟教会の壁画(cf2011年度

研究調査レポート恥1.2p.10)

マテーラ大聖堂の「ブルーナの聖剛は、もともとファサード

内側に描かれていたが､1576年に壁面から剥がされた｡1984年に

バジリカータ州文化財監督局によって徹底的な修復力垳われた際、

後世の加筆の下から発見きれた。リナルド・ダ・ターラントの筆

に帰され、GIelleJUscoによって1270年代の作とされているもの

である。amenmRota,FiancoCmese,MalioTbmmaselli,6MAIERA

Stonadimad噛，,mBMGMa画3,1990,p､197）また､修復に際し
て行われた分析調査では、金箔と青色顔料のアズライトが検出さ

れた。

作者あるいは工房の帰属と制作年力淀説となっているかどうか

は不明であるが､13世紀のビザンテイン様式に属する画家の手に

よる作品であることは疑う余地はない。信者の方に向けられた慈

愛に満ちた聖母マリアの視線､U字型に襟元まで巻き込んだ聖母

のマント、左手に巻物、右手の指2本を立てて祝福する幼子イエ

スなどに表現上の特徴を認めることができるが、これらの諸点を

他の2点の「聖母子」にも同様に認めることができるのである。

[p.15の写真参照]なお､祝福には、ラテン式(親指と人差し指
と中指の3本をのばし、薬指と小指を掌の方へ曲げる、ときに親

指を曲げて薬指と接することがある）とギリシア式(小指ものば

す）がある。
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コンヴィチーニオ・デイ・サンタントーニオから見たグラヴィーナ峡谷とマテーラ

サンテリージョ教会
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｢聖(大)アントニウス」サンタント ニオ教会（コンヴィンチーニオ・デイ・サンタントーニオ）

1990年9月撮影

2011年6月撮影 2013年9月撮影
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｢授乳の聖母｣と「大天使ミカエル」

－ 1 ワ 一
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§蕊

寺
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訟一丑

馳窪

L

3 灘
…竃

蛤

蕊
爵

｢聖ヴィート」（上層）

壁l'l'iは塗り重ねられ、

｢聖ドナート」（|支層）

よく見ると2人の聖人像が重層しているのがわかる

近辺に咲き乱れるマルヴェの花
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サン

「聖ヤコブ（大）」「聖ペテロ」

ジョヴァンニ・イン・モンテッローネ教会

（マテーラ）

-14－

｢聖ペテロ」「聖ラザロ」「聖ヤコブ（大）」

サン・ヴィート・ヴェッキオ教会

（グラヴィーナ・イン・プーリア）



｢聖母子」オートラント大聖堂
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図
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輝

iJ

閨
、

｢聖母子」マドンナ・デッラ・スカラ聖所記念堂

（マッサーフラ）

謡

零
｢ブルーナの聖母」マテーラ大聖堂
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１
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編
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■
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垂
■

鶴
驚
》伊 マドンナ・デッラ・スカラ聖所記念堂

（マッサーフラ）
マテーラ大聖堂
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露
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凸畔｡

鱒

『I奉琴ダム，j嗜’

臘

這認

床面モザイク（身廊）

［も

蔦

望＝

堂内床面を覆い尽くすモザイク「生命の樹」
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蚤
雫

鑿

趣
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“霞蔦

｢宇宙の起源」床面モザイク（内|叩）

｢闘士」床面モザイク（身廊）
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鐘謹

畠

蕊

蕊

｢地獄｣と「サタン」床面モザイク（左側廊）

｢地獄」（部分）
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｢聖母子」

R亜

I,厚窒､IF懇餅ﾛ…

閲

鍾
憂
鼠
禰
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B

歴

｢聖（大）アントニウス」

｢聖母子」
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1 ね

過西目1

時代を異にする壁画断片が残る堂内

外観（北側）
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｢弟子の足を洗うキリスト」（部分）

471

－色1－



｢弟子の足を洗うキリスト」（上）と｢最後の晩餐」（下）

｢キリストの洗礼」
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